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会長再任にあたってのご挨拶 

 
この度2015・2016年度の会長に選任

され、広報委員長から「新会長挨拶」

というテーマをいただきました。ただ、

これまでに3期 6年の会長職、その前に2期 4年の事務

局長職を務めており、いささか新鮮みには欠けますので、

表題は少し変えました。せっかくの機会ですので、これ

までの私の一学徒としての関わりも含めてこの 10 年を

ふり返り、今後の10年への展望をお話しさせていただき

たいと存じます。 
私が学会に参加したのは、三省合意に基づいてインタ

ーンシップが政策的に導入され、学会が創設されてしば

らく後の2002年のことです。インターンシップとは何か、

皆が手探りで実践的な導入に取り組んでいた時代でした。

本学会は、設立趣意書にあるように、インターンシップ

拡大への志をともにする集まりでした。いろいろな実践

やインターンシップのあるべき姿が熱く語られていまし

たが、学会自体はまだ小さな親睦団体でした。私自身は、

インターンシップのコンセプト、特に地域や職業と連携

した経験による教育の特色を明らかにし、その実態や効

用についても実証的に探究したいと考え、少し遅れて第

二世代として学会に加わりました。 
それから今日まで、ともに研究を拡げ、深めたい課題

については、一学会員として、いくつか研究年報の学術

論文として探究し、課題の提起をしてきました。ある程

度皆さんと共有できたのではないかと考えています。学

会執行部としては、学術の団体としての確立と組織拡充

に努めてきました。研究年報の学術水準を確立すること、

日本学術会議協力学術研究団体として認定を受けること、

学会の英語名称にwork integrated learning（WIL）を加え

ること、初代会長の高良先生の名を冠した「高良記念研

究助成」をスタートさせたこと、また多くの会員の皆様

との対話する広報活動を組織的に展開することなどを通

して、一定規模の学術の団体としての基盤を確立できた

かと思います。 

 
他方、インターンシップは教育の世界で一定の市民権

をえたとはいえ、当初から懸念していたことでもありま

すが、拡散したコンセプトのままで、現実の方がさらに

進み、ごく短期の「インターンシップ」なるものまで現

れています。学会における学術活動を通して、今こそ、

コンセプトの脱構築が必要であり、インターンシップか

ら職業統合的学習（WIL）へという課題を、今後の 10
年に向けて設定していきたいと存じます。これを第一の、

学術の課題とします。 
第二の課題は、実践と往還する学術という、本学会の

固有性の確立です。現場での実践をキャッチし学術交流

をするインターフェイスとして、北海道・関東・関西・

九州の四支部が形成され、発展してきました。この更な

る充実を目指していきたいと存じます。またそのための

方法論のひとつとして、秀逸なインターンシップ・プロ

グラムを顕彰するために、槇本先生からのご寄付をもと

に「槇本記念賞」を制定し、先の大会で各地域からのい

くつかのプログラムを選定させていただくことができま

した。今後も秀でたプログラムや実践の体制から多くを

学び、学術を深めていきましょう。 
 第三に、課題というのも些か妙ですが、学術と実践の

往還ができる学会運営のために、上述したような新たな

課題を担っていく中核メンバーとして、バイタリティあ

ふれる若い世代にバトンタッチする時期が近づいている

かと考えています。役員の定年制なども議論されてきま

したが、学会運営での世代交代を促すために理事の再任

にかかる会則改訂、規程の追加をしてきました。この任

期制が、そうした世代交代のためのよいツールになると

期待しています。狭義のインターンシップから地域や産

業と連携した WIL 型のプログラム探究への脱構築課題

にむけて、いかに若い世代を応援し、また育成していく

か、これから2年間の任期をしっかり務めさせていただ

きます。皆さん、どうぞご支援よろしくお願い申し上げ

ます。 
       （会長 吉本 圭一・九州大学） 
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第 16回大会（於：近畿大学）を終えて 

2015年 9月 12日（土）・13日（日）に、近畿大学・東

大阪キャンパスにて第16回大会を開催しました。全国か

らご出席いただいた154名（除く学生アルバイト14名・

吹奏楽部21名）の皆様に厚く御礼申し上げます。 
 関西2府 4県では初めての大会ですので、テーマは「地

域協働・産学連携 ― 関西のかたち」とし、関西らしさ

を打ち出しました。まず、初日の基調報告会「関西にお

ける大学間連携のかたち」に、関西を代表する3つの大

学コンソーシアム（京都、大阪、南大阪地域）のインタ

ーンシップ担当者をお招きし、大学間連携の現状を伺い

ました。関東に次ぐ全国第 2位の大学集積地である関西

では、経済力が相対的に低下する中、大学間連携が盛ん

で、インターンシップ面の連携も確認できました。また、

中四国の国公立大学を中心にキャリア支援をされている

大学生協に「学びと成長事業」を語っていただきました。 
 続いての総会では、定例議事のあと、「秀逸なインター

ンシップ」を行う大学を称える「槇本記念賞」（槇本顧問

は初代関西支部長）の初の表彰式が開催されました。 
総会後、シンポジウム「大阪・兵庫・和歌山での地域

連携の実例」を開催しました。大阪は 羽曳野
は び き の

市商工会

＆地元企業（地域振興のインターンシップがPBLに発展、

愛称「古墳弁当」等を展開）、兵庫は神戸新聞社（地元企

業の課題 vs専門知識のあるゼミのマッチングを図る「M
ラボ」を運営）、和歌山は早和果樹園（6 次産業企業で、

学生の成長にも注力）の担当者をお招きし、取り組み事

例や課題を話しあっていただきました。地域創生の観点

からも示唆に富む内容でした。 
懇親会では、大阪らしい食材（近大卒の養殖魚、東大

阪のカレーパン等）を提供したほか、吹奏楽部のビッグ

バンド演奏を披露しました（同部は翌月開催の全国大会

で 20回目の金賞受賞）。また、基調報告会やシンポジウ

ムの報告者等との情報交換も活発でした。 
2日目の自由研究発表では、4会場 21件の意欲的な発

表がありました。閉会後の有志によるエクスカーション

では、古墳弁当を試したあと、近くの「司馬遼太郎記念

館見学」または奈良市内を巡る「ならまちツアー」を選

び、地元を堪能していただきました。 
2 日間の大会を通じて、関西支部内でみられる多様な

インターンシップの展開をお伝えしました。個別大学・

個別企業の取り組みにとどまらず、大学間連携（大学コ

ンソーシアム）、大学生協、商工会、地元新聞社など、さ

まざまなルートでインターンシップが実施されています。

皆様のインターンシップ研究のうえで、お役に立てれば

幸いです。 
最後に、次回、目白大学で開催されます第17回大会の

益々のご盛会を心より祈念いたしております。 
（第 16回大会実行委員長  安孫子 勇一・近畿大学） 
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第 17回大会（於：目白大学）開催に向けて 

2016 年度の第 17 回大会を目白大学／目白大学短期大

学部・新宿キャンパスにて開催させていただくことにな

りました。関東地区での開催は、2012年度の玉川大学（第

13回大会）以来となります。このたび、吉本会長、折戸

関東支部長からの要請をいただき、学内で検討した結果、

お引き受けさせていただくことになりました。 
 初めて本学にいらっしゃる皆様に、簡単ですが、本学

の紹介をさせていただきます。本学の母体である目白学

園は、1923（大正12）年、目白台と呼ばれる新宿の高台

に、研心学園として創設されました。1994年に目白大学

を開設し、現在では、東京都新宿区をはじめとする3つ
のキャンパスに、大学6学部16学科、短期大学部3学科、

大学院7研究科を展開しております。「育てて送り出す」

ことを社会的使命として、就業力育成という観点では、

「MEJIRO キャリアコンピテンシーの創育—行動する人

材育成への挑戦」と題したオリジナルプログラムにより、

企業や地域との連携を強化しつつあります。インターン

シップに関しては、大学基礎教育科目及び各学科専門教

育プログラムとして位置づけており、大企業のみならず、

地域の中小企業やベンチャー等にもその研修先が広がっ

ています。また、短期大学部においては、株式会社ナポ

リアイスクリームとの包括連携協定に基づく新商品開発

なども行っています。 
 大会プログラムの内容については、目下検討中ですが、

2020年の東京オリンピックも見据えて、産学金・地域連

携を通じたこれからの担い手育成のあり方を問う内容を

考えています。これまでの関東支部における研究蓄積を

踏まえて、内容の充実を図りたいと考えております。 
 最後になりますが、本学は、西武新宿線中井駅（高田

馬場駅から2駅 5分）より徒歩 8分程度の場所にあり、

アクセスは良好です。「森の学園」と呼ばれるキャンパス

は都心にありながらも敷地全体が自然に包まれており、

周辺には「放浪記」の林芙美子記念館や、アニメ映画「時

をかける少女」のモデルとなった商店街などもあります。

ご参加いただいた皆様にご満足頂けるような大会にした

いとスタッフ一同努力してまいります。多くの皆様のお

越しを心よりお待ち申し上げております。 
（第 17回大会実行委員長  牛山 佳菜代・目白大学） 

 
 

理事会報告 

2014年度第5回理事会（5月31日 於：札幌国際大学）

(1) 入退会申請について 
入退会の申請者について、すべて承認された。なお、

学生会員のうち卒業後も学生会員のままで会員種別変更

をしない会員の存在について出席理事より問題提起があ

り、今後、学生会員の年会費適用の条件として、学生証

の写しの提出を義務付けることで承認された。 
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(2) 第 16回大会について 
  安孫子大会実行委員長より、資料に基づき、大会プロ

グラムや研究発表の募集について説明があった。 
(3) 2015・2016年度理事選挙及び会長選挙について 
和田選挙管理委員長より、資料に基づき、会員による

理事選挙により新理事候補15名が決定し、会長選挙に移

行している最中であるとの進捗が報告された。 
(4) 広報委員会 
 江藤副委員長より、ニュースレター2014年度第 2号が

発行・発送された旨、報告があった。 
(5) 2015年度高良記念研究助成 
長尾事務局長より、資料に基づき、「2015年度高良記

念研究助成」の募集を会員向けに行った旨、報告があっ

た。また、その審査を行う委員会の体制案について同じ

く説明があり、原案のとおり了承された。 
 
2015年度第１回理事会（8月18日 於：キャンパスプラ

ザ京都） 
(1) 入退会申請について 
入退会の申請者について、すべて承認された。 

(2) 2014年度事業報告（案）について 
長尾事務局長より、資料に基づき説明があり、一部文

言を加筆のうえ了承された。 
(3) 2014年度決算案について 
事務局長より、資料に基づき、8 月上旬に会計監査が

行われたものの、この時点で資料に不備があったため、

引き続き事務局にて監査にかかる作業を行うとともに、

後日あらためて監査を受けることについて説明があり、

了承された。 
(4) 2015年度予算案について 
事務局長より、資料に基づき説明があり、出席理事か

ら内容について意見があったことから、引き続き事務局

として検討することとなった。 
(5) 第 16回大会について 
 安孫子大会実行委員長より、資料に基づき、大会に向

けての最終準備状況の報告がなされたほか、当初発表の

プログラム案から変更が加えられたことについて、事務

局長から、経緯の説明が行われた。 
(6) 2015・2016年度理事選挙及び会長選挙について 
和田選挙管理委員長より、2015・2016 年度の理事選

挙・会長選挙について、理事選挙は投票総数 113 通（投

票率 53.3％）をもって終了したこと、また会長選挙も 6
月下旬に開票作業を行い終了したことの報告がなされた。 
(7) 高良記念研究助成について 
事務局長より、高良記念研究助成審査委員会への審査

依頼手続きが遅れているとの報告があり、今後の対応を

検討した結果、同委員会での審査をすみやかに完了する

よう依頼し、その結果報告についての理事会審議につい

ては書面回議をもって行うこととなった。 
(8) 槇本記念賞について 
 田中WG委員長より、全理事に同賞選定の審査依頼を

行っていること等、現在の進捗状況が報告された。選定

結果については第 16 回大会総会にて発表のうえ表彰状

を授与することが確認された。 
 
2015年度第2回理事会（9月11日 於：近畿大学） 
(1) 2014年決算案について 
 事務局長より、資料に基づき説明があり、原案どおり

了承された。 
(2) 総会議題について 
事務局長より、総会の議題についての提案があり、原

案どおり了承された。 
(3) 高良記念助成について 
岸本委員長（非理事）の代理として和田委員より、前

回理事会後、8月下旬に同委員会にて審査を行った結果、

2015 年度は該当者なしという審査結果報告が理事会に

なされ、書面回議の結果、承認されたことが報告された。 
(4) 槇本記念賞について 
 眞鍋 WG 副委員長より、理事による投票の結果、「最

も秀逸な事例」1例と「秀逸な事例」6例を選定すること

とし、理事会（書面回議）において承認されたことが報

告された。 
(5) 次期大会校について 
吉本会長より、来年の第17回大会は関東支部の目白大

学に開催校をお引き受けいただけることになったとの報

告があった。 
 
なお、各理事会で行われたそのほかの委員会・WG、

支部の報告の詳細につきましては、本NEWS LETTERの

委員会・WG・支部の報告記事をご参照願います。 
（事務局） 

 
 

2015年度総会報告 

2015年度総会が、2015年9月 12日（土）近畿大学東

大阪キャンパスにおいて開催され、以下の報告・審議が

行われました。 
(1) 2014年度 事業報告 
長尾事務局長より資料に基づき説明があり、承認され

た。 
(2) 2014年度 決算報告および 2014年度 監査報告  
事務局長より資料に基づき説明があった。その後、沢

田監事より監査報告を行い承認された（(1) ・(2)の詳細

は「2014年度事業報告及び決算報告」を参照）。 
(3) 2015・2016年度 役員選出について 
和田選挙管理委員長より理事選挙及び会長選挙の結果

が報告された。この結果に基づき、新理事15名及び新会

長として吉本 圭一会員が承認された。その後、会長指名

の理事、副会長、常任理事、事務局長、顧問、名誉会長

についての報告があった。さらに、監事については、稲

永由 紀会員及び古賀 正博会員が推薦され、承認された
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（詳細は「2015・2016年度役員について」を参照）。 
(4) 2015・2016年度 委員会組織について 
吉本新会長より追加資料に基づき報告があった（詳細

は「2015・2016年度委員会構成」を参照）。 
(5) 2015年度 事業計画 
事務局長より資料に基づき、事業の概要について説明

があり、承認された。 
(6) 2015年度予算について 
事務局長より資料に基づき、一般会計予算案、特別会

計予算案について説明があり、承認された（(5)・(6)の詳

細は「2015年度事業計画及び予算」を参照）。 
(7) 高良記念研究助成について 

2015 年度高良記念研究助成審査委員長が欠席のため、

牛山委員より、今年度は審査の結果、助成対象は該当者

なしとなったことが報告された。 
(8) 槇本記念賞について 
 田中WG委員長より、同賞の選定の趣旨について説明

がなされたのち、「最も秀逸な事例」1例、「秀逸な事例」

6例が発表され、あわせて表彰式が行われた（詳細は「槇

本記念賞WG報告」を参照）。 
(9) 第 17回大会について 
新会長より、次回の全国大会を関東支部内の目白大学

で開催することが発表され、大会実行委員長の牛山 佳菜

代会員から挨拶があった（詳細は「第 17回大会開催に向

けて」を参照）。 
（事務局） 

 
 

2014年度事業報告及び決算報告 

「2015年度総会報告」のとおり、2014年度事業報告及

び決算報告について、総会にて下記のとおり承認されま

した。 
１．2014年度事業期間 
・2014年7月 1日～2015年6月 30日 
２．事業の概要 
・2014年 9月 6～7日 第15回大会開催（会場：北九州

市立大学） 
・2014年11月 News Letter №1 発行 
・2014年 11月 『インターンシップ研究年報』17号発

行 
・2015年 5月 News Letter №2 発行 
３．総会 
・2014年9月 6日（北九州市立大学） 
４．理事会 
・第 1回理事会 2014年 8月 23日（大阪府立男女共同

参画・青少年センター） 
・第 2回理事会 2014年 9月 5日（北九州市立大学） 
・第 3回理事会 2014年11月 28日（九州大学 箱崎キ

ャンパス） 
・第 4回理事会 2015年 2月 28日（九州大学 東京オ

フィス） 

・第 5回理事会  2015年 5月 31日（札幌国際大学） 
５．各支部活動 
(1) 北海道支部 
・2014 年 11 月 30 日 企画研究ＷＧ・年報編集員会・

北海道支部共催セミナー「実践を学術研究・論文作成

に結びつけるために」（北海道大学） 
・2015年 3月 24日 2014年度第 1回研究会（札幌国際

大学経済センターキャンパス） 
・2015年5月 31日 2014年度第 2回研究会（札幌国際

大学） 
(2) 関東支部 
・2014年 10月 11日 2014年度第 1回研究会（玉川大学） 
・2014年2月 21日 2014年度第 2回研究会（工学院大

学） 
・2015年6月 27日 2014年度第 3回研究会（中央大学

駿河台記念館） 
(3) 関西支部 
・2014 年 8 月 30 日 第 9 回研究会（京都産業大学むす

びわざ館） 
(4) 九州支部 
・2014年 11月 29日 第 13回研究会（九州大学 箱崎

キャンパス 
・2015年3月 27日 第14回研究会（福岡商工会議所） 
６．その他 
(1) 会則の改正 
・第 10条（役員） 
・第 11条（役員の選任） 
・第 3条（役員の任期） 
(2) 役員選出にかかる関連規定の改正 
・旧「会長選挙規定」（現『会長、副会長、常任理事選出

規程』）の改正 
・「理事選挙規定」の改正 
・「会則（役員の任期・再任回数）の改定にかかる経過規

程」の新設 
(3) 2014年度高良記念研究助成の実施 
(4) 新たな表彰制度（槇本記念賞）の創設についての検

討 
(5) 論文作成に向けてのワークショップの開催 
・2014年11月 30日 企画研究ＷＧ・年報編集委員会・

北海道支部共催セミナー「実践を学術研究・論文作成

に結びつけるために」（会場：北海道大学） 
(6) 学会後援・協賛事業等 
・九州大学国際セ三段階教育における質保証と教育スタ

ッフ－日・独・豪の比較考察をもとに－」（2014 年 11
月 15日）後援 

・学校法人敬心学園 日本福祉教育専門学校 平成 26
年度文部科学省委託事業成果報告会」（2015 年 2 月 9
日）後援 

・京都産業大学「WACE 第 19 回世界大会」（2015 年 8
月 19～21日）後援 

・大学間連携共同教育推進事業「短期大学士課程の職業・

キャリア教育と共同教学 IRネットワーク」（代表校：

佐賀女子短期大学）参画        （事務局） 
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2015年度事業計画及び予算 

「2015年度総会報告」のとおり、2015年度事業計画な

らびに予算について、総会にて下記のとおり承認されま

した。 
2015年度事業計画 
１．2015年度事業期間 

2015年 7月 1日～2016年 6月 30日 
２．事業の概要 
(1) 第 16回大会の開催（2015年 9月12日（土）～13日

（日）、近畿大学） 
(2) 研究会の開催（各支部年2～3回程度） 
(3) 研究年報18号の刊行 
(4) News Letterの発行（年 2回） 
(5)「2015年度 高良記念研究助成」実施 
(6)「2015年度 槇本記念賞」の選定・表彰の実施 
(7) 会員名簿の作成 
(8) 論文作成支援のためのワークショップ等の実施 
(9) その他 

（事務局）

 

【一般会計】 （単位：円）
支出の部 2014年度予算(a) 2014年度決算(b) 予実差異(b-a) 収入の部 2014年度予算(a) 2014年度決算(b) 予実差異(b-a)

事業費 1,750,000 1,371,176 -378,824 会費収入 2,385,000 2,801,000 416,000

（北海道支部活動費） 150,000 150,000 0 （個人会員） 1,500,000 1,826,000 326,000

(関東支部活動費） 150,000 150,000 0 （学生会員） 65,000 85,000 20,000

(関西支部活動費） 150,000 150,000 0 （法人・団体会員） 820,000 890,000 70,000

(九州支部活動費） 150,000 150,000 0 事業収入 0 0 0

（大会開催費） 300,000 300,000 0 （研究会収入） 0 0 0

（年報作成費） 500,000 301,320 -198,680 （書籍・年報等販売収入） 0 0 0

（記念事業費） 0 0 0 雑収入 300 138,561 138,261

（役員選挙費） 150,000 169,856 19,856 （受取利息） 300 19 -281

（名簿作成費） 200,000 0 -200,000 （その他の収入） 0 0 0

事務管理費 2,000,000 1,050,434 -949,566 （大会開催費余剰金） 0 0 0

（通信費） 200,000 103,330 -96,670 （北海道支部余剰金） 0 92,738 92,738

（ＨＰ管理費） 100,000 38,880 -61,120 （関東支部余剰金） 0 1,274 1,274

（その他運営費） 1,700,000 908,224 -791,776 （関西支部余剰金） 0 44,530 44,530

積立金（特別会計へ） 200,000 0 (200000) （九州支部余剰金） 0 0 0

予備費 4,698,423 0 -4,698,423

次年度繰越金 0 6,781,074 6,781,074 前年度繰越金 6,263,123 6,263,123 0

合計 8,648,423 9,202,684 554,261 合計 8,648,423 9,202,684 554,261

（当該年度事業のみ） 3,950,000 2,421,610 -1,328,390 （当該年度事業のみ） 2,385,300 2,939,561 554,261

【特別会計（高良記念研究助成）】 （単位：円）
支出の部 2014年度予算(a) 2014年度決算(b) 予実差異(b-a) 収入の部 2014年度予算(a) 2014年度決算(b) 予実差異(b-a)

2014年度研究助成金 200,000 100,000 -100,000 受取利息 50 92 42
槇本記念賞事業費 100,000 0 -100,000 余剰金 0 0 0

振込手数料 1,000 648 -352 その他 0 60,688 60,688

予備費 445,292 0 -445,292 積立金（一般会計より） 200,000 0 -200,000

次年度繰越金 506,374 506,374 前年度繰越金 546,242 546,242 0

合計 746,292 607,022 -139,270 合計 746,292 607,022 -139,270

7,287,448 （負債の部）
1,737 流動負債 0

7,285,711 固定負債 0
山陰合同銀行（一般会計） 520,185
山陰合同銀行（特別会計） 506,374 （純資産の部）
郵便振替口座 6,259,152 剰 余 金 7,287,448

（一般会計繰越金） 6,781,074
0 （特別会計繰越金） 506,374

7,287,448 7,287,448
（注）本来は貸借対照表と財産目録を個別作成する必要があるが、財産が僅少のため当面本表にて対応することとする。

負債・純資産合計

負債　・　純資産の部

2014（平成26)年度　貸借対照表兼財産目録（2015.6.30現在）

預　　金

資産合計

固定資産

資　産　の　部
流動資産

手持現金（鳥取大）

2014(平成26)年度　日本インターンシップ学会　収支計算書
（2014年7月1日～2015年6月30日）
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（単位：円）
大科目 2015年度予算額 前年度予算額 2014年度実績 2013年度実績 2012年度実績 予算増減

会費収入 2,385,000 2,385,000 2,801,000 2,383,740 2,399,820 0
　 1,500,000 1,500,000 1,826,000 1,493,920 1,470,000 0

65,000 65,000 85,000 90,000 70,000 0
820,000 820,000 890,000 799,820 859,820 0

事業収入 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0

雑収入 300 300 138,561 183,869 324,092 0
300 300 19 98 217 0

0 0 0 5,010 103,000 0
0 0 0 0 0 0
0 0 92,738 44,111 78,141 0
0 0 1,274 2,018 382 0
0 0 44,530 47,700 100,000 0
0 0 0 84,932 42,352 0

当期収入合計（Ａ） 2,385,300 2,385,300 2,939,561 2,567,609 2,723,912 0
前期繰越収支差額 6,781,074 6,263,123 6,263,123 5,492,920 5,068,620 517,951
収入合計（Ｂ） 9,166,374 8,648,423 9,202,684 8,060,529 7,792,532 517,951

大科目 2015年度予算額 前年度予算額 2014年度実績 2013年度実績 2012年度実績 予算増減
事業費 小計 1,600,000 1,750,000 1,371,176 1,281,820 1,360,755 -150,000

150,000 150,000 150,000 100,000 100,000 0
150,000 150,000 150,000 100,000 100,000 0
150,000 150,000 150,000 100,000 100,000 0
150,000 150,000 150,000 100,000 100,000 0
300,000 300,000 300,000 600,000 300,000 0
500,000 500,000 301,320 281,820 426,195 0

0 0 0 0 0 0
0 150,000 169,856 0 103,310 -150,000

200,000 200,000 0 0 131,250 0
事務管理費 小計 2,000,000 2,000,000 1,050,434 415,586 438,857 0

200,000 200,000 103,330 156,360 120,322 0
100,000 100,000 38,880 37,980 37,800 0

役員・委員等旅費補助 900,000 900,000 400,000 0 0 0
業務外部委託費 400,000 400,000 86,774 0 0 0

400,000 400,000 421,450 221,246 280,735 0
当期支出小計 3,600,000 3,750,000 2,421,610 1,797,406 1,799,612 -150,000

特別会計へ 積立金 200,000 200,000 0 100,000 500,000 0
予備費 予備費 5,366,374 4,698,423 0 0 0 667,951
当期支出合計（Ｃ） 9,166,374 8,648,423 2,421,610 1,697,406 1,799,612 517,951
当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） -6,781,074 -6,263,123 517,951 770,203 924,300 -517,951
次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 0 0 6,781,074 6,263,123 5,492,920 0

関東支部活動費

2015（平成27）年度　日本インターンシップ学会　一般会計　予算

中科目

中科目
小計

小計

小計

関西支部余剰金

個人会員（10,000円）

受取利息
その他の収入

書籍・年報等販売収入

関東支部余剰金

法人・団体会員(20,000円）

北海道支部余剰金

一般会計【収入の部】

北海道支部活動費

学生会員(5,000円）

研究会収入

大会開催費余剰金

九州支部余剰金

一般会計【支出の部】

ＨＰ管理費

その他運営費

通信費（郵送料等）

関西支部活動費
九州支部活動費
大会開催費（大会開催準備費）

年報作成費

名簿作成費

記念事業費
役員選挙費

 

（単位：円）
大科目 2015年度予算額 前年度予算額 2014年度実績 2013年度実績 予算増減

寄付金 0 0 0 0 0
積立金 小計 200,000 200,000 0 100,000 0

200,000 200,000 0 100,000 0

雑収入 100,050 50 60,780 65 100,000
50 50 92 55 0

100,000 0 60,688 10 100,000

当期収入合計（Ａ） 300,050 200,050 60,780 100,065 100,000
前期繰越収支差額 506,374 546,242 546,242 647,593 -39,868
収入合計（Ｂ） 806,424 746,292 607,022 747,658 60,132

大科目 2015年度予算額 前年度予算額 2014年度実績 2013年度実績 予算増減
特別事業費 300,000 300,000 100,000 200,000 0

高良記念研究助成事業 200,000 200,000 100,000 200,000 0

槇本記念賞事業費 100,000 100,000 0 0 0

事務管理費 小計 1,000 1,000 648 1,416 0
1,000 1,000 648 1,416 0

0 0 0 0 0

予備費 予備費 505,424 445,292 0 0 60,132
当期支出合計（Ｃ） 806,424 746,292 100,648 201,416 60,132
当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） -506,374 -546,242 -39,868 -101,351 39,868
次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 0 0 506,374 546,242 0

2015（平成27）年度　日本インターンシップ学会　特別会計　予算

中科目

中科目

一般会計より

小計

特別会計【支出の部】

特別会計【収入の部】

受取利息
その他の収入

振込手数料
その他
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年報編集委員会報告 

『インターンシップ研究年報』第 18 号について 
『インターンシップ研究年報』第 18 号が完成い

たしました。本号の「研究論文の部」（「論文」及び

「研究ノート」）には 9 本の投稿がありました。編集

委員に加えて、近接領域を研究しておられる 9 名の

会員にもご協力をいただいて、査読をおこないまし

た。その結果、「論文」としての採択はありませんで

したが、2 本を「研究ノート」として採択いたしま

した。 
また、「資料の部」には 1 本の投稿があり、会員の

研究・実践に十分資する内容でしたので採択すると

ともに、「研究論文の部」に投稿があったもののうち、

「資料」としての価値が高い２本については、投稿

者の許可を得て、「資料」として、あわせて３本を収

録いたしました。 
今号は、「研究論文の部」のうち、「論文」として

の採択はありませんでした。残念ではありますが、

学術誌としての一定のクオリティを確保するための

苦渋の決断でした。しかし、これまでにないユニー

クな視点や方法論を用いた投稿もあり、今後の研究

に期待するものが多かったのも事実です。査読結果

は、採択・不採択にかかわらず、審査の際に出た様々

な意見をすべて投稿者にフィードバックしています

ので、不採択になった会員もぜひ再チャレンジして

いただきたいと思っております。 
 
『インターンシップ研究年報』第 19 号への投稿の

お願い 
並行して、『インターンシップ研究年報』第 19 号

への投稿を募集いたします。本年報では、以下の区

分により投稿を募集しておりますので、投稿に当た

っては、希望する区分を明記の上、投稿をお願いい

たします。 
 (1)「研究論文」 
①「論文」（一定の研究成果をまとめたもの） 
②「研究ノート」（「論文」に準ずる研究成果をまと

めたもの、もしくは研究の基礎となる情報をまとめ

たもの） 
(2)「資料」（報告・資料等会員のさらなる研究・実

践活動に資するもの） 
原稿は、電子メールにファイルを添付して下記のア

ドレスに送信して下さい。 
・締切：2016 年１月 20 日（水）（厳守） 
・送信先：日本インターシップ学会年報編集委員会 
・E-mail: jsi-bec@js-internship.jp 
なお、年報 19 号の研究論文等投稿規程は、第 18

号巻末及び学会ウェブサイトに掲載しています。「研

究論文」「資料」ともに、投稿規程を守っていない場

合には、査読・掲載の対象から外すことがあります

ので、投稿規程をしっかり守って原稿を作成の上、

投稿して下さい。 
 （年報編集委員会委員長 亀野 淳・北海道大学） 
 

広報委員会報告 

2015 年・2016 年の広報委員会は、委員長・和田佳

子、副委員長・牛山佳菜代・見目喜重ほか 5 名の委

員が担当いたします。大会・研究会や各支部活動の

告知や報告に加え、会員間の交流に資する情報提供

に努めてまいります。年 2 回のニュースレター発行、

学会ウェブサイトの管理、メルマガの配信等を行っ

てまいりますので、引き続き、会員の皆様のご理解

とご協力をお願い申し上げます。 
 
メールマガジン配信先アドレスの登録について 
現在、学会ウェブサイトに新着情報が掲載される

たびに会員の皆様にはメールマガジン（以下メルマ

ガ）でご案内をしています。新入会員の皆様、また

法人会員の皆様で個人アドレスに配信をご希望の方

は、送信先アドレスを広報委員会までお知らせくだ

さい（jsi.prc@gmail.com）。 
 
公募・研究助成関連情報等のウェブ掲載について 
本学会に寄せられた教員公募や研究助成に関する

情報はウェブサイトに掲載、またはメルマガにて配

信しております。 
また、支部研究会の開催案内はウェブサイトへの

掲載、ならびに会員宛のメルマガ配信のほか、他の

高等教育機関等のメルマガへの投稿を通じて発信い

たします。最終的な掲載の可否は広報委員会で検討

させていただきますが、関連情報の発信を希望され

る方は、広報委員会にお問い合わせ下さい。 
 
学会シンボルマークの使用について 
学会ンボルマークの版権管理は広報委員会が行っ

ております。シンボルマークを使用される際には、

広報委員会にご一報ください。

使用規定では、「原則として、

日本インターンシップ学会主

催行事ならびに協賛・後援行事

の使用に限る」ことになってお

りますことをご承知おきくだ

さい。 
（広報委員会委員長 和田 佳子・札幌大谷大学） 

 

2015年度 高良記念研究助成報告 

 本学会では、インターンシップに係る研究や実践

活動の進展・普及のため、また会員相互の研究交流

の促進を図ることを目的として、優れた研究課題へ

mailto:jsi-bec@js-internship.jp
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の研究助成を行っています。2015 年度（第 9 回）の

研究助成には 1 件の応募がありましたが、審査委員

会の厳正な審査により、残念ながら採択には至りま

せんでした。 
なお、2016 年度（第 10 回）の研究助成応募期間

は 4 月～6 月を予定しておりますが、詳細は次号の

NEWS LETTER にてご連絡いたします。是非、多く

の申請があることを期待しております。 
（高良記念研究助成審査委員長 岸本 喜久雄・ 

東京工業大学） 
 

企画研究ＷＧ報告 

 2015 年度における当 WG の大きな任務は、2014
年度に引き続き、①日々の実践を学術研究に結びつ

けていくための方策の検討、②本学会の国際的な対

応の 2 点です。 
 前者については、年報編集委員会との共催により

2014 年 12 月に札幌で開催したセミナー「実践を学

術研究・論文作成に結びつけるために」と同様の催

しを開きたいと考えています。すでに、2012 年 12
月に東京で同様のセミナーを開いておりますので、

まだ開催していない地域で開催する方向で考えてい

きます。 
 後者については、2015 年 8 月 19～21 日に京都産

業大学で開催された WACE（the World Association for 
Cooperative & Work-Integrated Education）の第 19 回

世界大会を学会として後援しました。 WACE とは、

インターンシップや WIL（Work Integrated Learning：
職業統合的学習）の国際的組織であり、世界大会は

2 年に 1 回開催されています。個人的には初日しか

参加できなかったのですが、多くの会員が参加され

ていたことを確認しました。ご参加いただいた会員

に、深く感謝申し上げます。 
 なお、WACE 世界大会の模様については、2015 年

12 月 4 日夕方、キャンパスプラザ京都で開催予定の

関西支部研究会で報告してもらいます。報告者は、

関西支部を代表して参加していただいた廣瀬会員

（立命館大学）と五十畑会員（徳山大学）に加え、

世界大会開催校の松高会員も予定しています。詳細

については、ホームページ等でお知らせします。 
（企画研究 WG 委員長 安孫子 勇一・近畿大学） 

 

槇本記念賞ＷＧ報告 

2015 年度から槇本記念 WG 委員長を拝命しまし

た。よろしくお願い致します。本 WG は、元大阪経

済大学教授の槇本淳子先生が理想とされた秀逸なイ

ンタ-ンシップの事例を探し出そうという構想から、

初代の加藤委員長、第 2 代の田中委員長のもとで具

体的な検討が進められ、槇本記念賞として選定する

制度として実現しました。この度選定された事例が

第 16 回大会総会会場にて表彰・紹介されました。 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
【最も秀逸な事例】 
・京都産業大学 
「キャリア形成支援プログラムにおけるインターン

シップ」 
【秀逸な事例】 
・亜細亜大学 
「アジア夢カレッジ‐キャリア開発中国プログラ

ム」 
・嘉悦大学 ビジネス創造学部 
「実践の場で学ぶインターンシップ教育」 
・東京大学大学院工学系研究科 化学システム工学

専攻 
「革新的インターンシップモデルの構築と実践(プ
ラクティカルスクール)」 
・小樽商科大学 商学部 
「商大性が小樽の活性化について本気で考えるマジ

プロ」 
・立命館大学 
「文理連携型コーオプ教育(総合大学モデル)」 
・北九州市立大学 
「地域創生実習」 
 
＜選定の趣旨＞ 
産学連携教育の柱としてのインターンシップにお

いて、優れた取組みがどのように行なわれ、人材が

育成されているか、情報収集を行ない、総合的に評

価し学会員に還元する。 
 

＜事例報告の視点＞ 
・学生がどのように育成されたか。 
・育成された（育てた）要因や工夫。 
・その取組みから何が生まれ、また派生しているか。 

同 WG ではこれまでの議論を踏まえながら、同賞

のあり方や秀逸な事例の収集方法などについて引き

続き検討を進めていきたいと考えています。 
（槇本記念賞 WG 委員長 眞鍋 和博・北九州市立

大学） 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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2015・2016年度役員 

2015 年度総会におきまして、2015・2016 学会年度

役員が下記のとおり決まりました。 
（五十音順、敬称略） 

【会長】 
吉本 圭一 

【副会長】 
折戸 晴雄、亀野 淳、眞鍋 和博 

【常任理事】 
岡本 信弘、長尾 博暢、薬師丸 正二郎、 
和田 佳子 

【理事】 
安孫子 勇一、牛山 佳菜代、酒井 佳世、 
坂野 慎二、沢田 隆、高橋 哲夫、高橋 秀幸、 
田中 宣秀、那須 幸雄、廣瀬 幸弘、 
古田 克利、山口 圭介   

【監事】 
稲永 由紀、古賀 正博 

【顧問】 
天谷 正、金田 昌司、田村 紀雄、槇本 淳子 

【名誉会長】 
高良 和武              

（事務局） 
 

2015・2016年度委員会構成 

2015・2016 年度年度役員選出を受けて、2015・2016
年度委員会等構成が下記のとおり決まりました。 

（五十音順、敬称略） 
【事務局】（◎は事務局長、○は事務局長補佐） 

◎岡本 信弘、○潘 秋静、○酒井 佳世、 
○坂巻 文彩 

【年報編集委員会】（◎は委員長、○は副委員長） 
稲永 由紀、牛山 佳菜代、◎亀野 淳、見目 喜重、

○新谷 康浩、坂野 慎二、長尾 博暢、古田 克利、

薬師丸 正二郎、岡本 信弘 
【広報委員会】（◎は委員長、○は副委員長） 

○牛山 佳菜代、江藤 智佐子、小林 純、 
○見目 喜重、沢田 隆、廣瀬 幸弘、松高 政、 
山口 圭介、◎和田 佳子 

【企画研究ワーキンググループ】（◎は委員長、○は

副委員長） 
◎安孫子 勇一、○折戸 晴雄、亀野 淳、 
古閑 博美、古賀 正博、高橋 秀幸、 
○古田 克利、薬師丸 正二郎、吉本 圭一 

【槇本記念賞ワーキンググループ】（◎は委員長、○

は副委員長） 
酒井 佳世、沢田 隆、高橋 哲夫、○田中 宣秀、

富田 宏治、那須 幸雄、廣瀬 幸弘、◎眞鍋 和博、

吉本 圭一 

【2015 年度高良記念研究助成審査委員会】（◎は委

員長） 
◎岸本 喜久雄 

【本部支部連絡会】 
安孫子 勇一、◎岡本 信弘、折戸 晴雄、亀野 淳、

酒井 佳世、高橋 秀幸、根木 良友、古田 克利、

眞鍋 和博、吉本 圭一 
（事務局） 

 

支部活動報告            

【北海道支部】 

2014 年度第 2 回研究会を開催しました 
2015 年 5 月 31 日（日）に 2014 年度 2 回目となる

研究会を札幌国際大学で開催いたしました。支部会

員と学会理事の方々を中心に 20 名にご参加いただ

きました。 
今回は特徴あるインターンシップを行う道内中小

企業の社長 2 名にご登壇いただき、インターンシッ

プを受け入れるメリット・デメリットや中小企業の

現状についてご報告いただきました。その後、中小

企業が考えるコンピテンシーについての調査結果を

基に、フロアとのディスカッションを行いました。

発表者は以下の通りです。 
 ・高岡幸生氏（リージョンズ株式会社 代表取締役）

「中小企業でのインターンシップの現在」 
 ・内池秀敏氏（株式会社内池建設 代表取締役）「社

長弟子入りプロジェクト」 
 ・德井美智代会員（北海道大学）「中小企業の従業

者に求められる『行動能力（コンピテンシー）』に関

するアンケート調査」 
  高岡氏や内池氏は道内大学で実施されている「か

ばん持ちインターンシップ」に参画されています。

これは社長の付き人を体験することで、普段目にす

ることができない社長の仕事を学生に知ってもらい、

企業のあり方やビジネス社会のルール、また起業へ

のアドバイスへとつなげられています。德井会員の

調査による、中小企業における経営者と従業員の事

業、企業のビジョンへの意識の違いに関する結果と

合わせて、インターンシップがスキルだけでなく、

社会とのつながりを深めていると感じられる議論と

なりました。 
 
小樽商科大学で槇本賞の表彰状を授与しました 
  9 月 12 日、全国大会席上で槇本記念賞 秀逸なる

インターンシップ表彰式が行われましたが、当日出

席が叶わなかった小樽商科大学商学部に対し、亀野

副会長・和田理事が小樽商科大学を訪問し、和田健

夫学長に表彰状を手交いたしました。 
（北海道支部 小林 純・札幌国際大学短期大学部） 
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【関東支部】 
関東支部 2014 年度第 3 回研究会を開催 
関東支部では、2015 年 6 月 27 日、中央大学駿河

台記念館において、今年度第 3 回目となる研究会を

開催致しました。「長期インターンシップ導入に向け

ての検討」という 2014 年度の統一テーマの総括にあ

たる今回は、関東支部名誉顧問、工学院大学名誉教

授・特定非営利活動法人日本インターンシップ推進

協会元会長 横山 修一先生より、「長期インターン

シップの課題と展望」と題したご講演をいただいた

後、関東支部の中心メンバーとして研究に取り組ん

でこられた古閑 博美先生（嘉悦大学）、田中 宣秀先

生（電気通信大学）、那須 幸雄先生（文教大学）に

もご登壇いただき、「長期インターンシップの課題と

展望」というテーマでシンポジウムをおこないまし

た。今回も、上信越・東北地区などから多くの会員

の参加があり、充実した貴重な学びの機会となりま

した。 
 
関東支部 2015 年度支部総会を開催 

2015 年 10 月 3 日、2015 年度の支部総会が玉川大

学研究室棟にて開催されました。新年度の役員体制、

事業計画、予算案と昨年度の事業報告ならびに決

算・監査報告の審議がおこなわれ、すべての議案が

承認されました。今年度、関東支部では「企業がイ

ンターンシップ生を受け入れるメリットについて」

という統一テーマのもと、2 回の研究会を予定して

います。第１回研究会は、2015 年 11 月 28 日、2016
年の全国大会の会場校でもある目白大学での開催を

予定しておりますので、ぜひご参加くださいますよ

うご案内申し上げます（第 2 回研究会の詳細は未定）。 
今年度も、引き続き支部活動へのご支援とご協力

を心よりお願い申し上げます。 
（関東支部 山口 圭介・玉川大学） 

 
【関西支部】 

関西支部は、2 月の支部運営委員会での決定に基

づき、近畿大学で 9 月 12～13 日に開催された第 16
回大会をサポートしました。当支部内で大会が開催

されたのは、4 支部体制が確立して持ち回りとなっ

た 2011 年の第 12 回大会（鳥取大学で開催）以来 2
回目です。具体的には、基調報告会は生協関係者な

どの招致や大学コンソーシアム大阪の事例報告のか

たちで、自由研究発表は司会者や発表者などを出す

ことで、開催校を支援しました。なお、大会の総会

で、支部とゆかりの「槇本記念賞」（槇本顧問は初代

支部長）の初めての授与式が行われました。ご尽力

いただいた皆様に、支部としても深く感謝しており

ます。  
また、上記の決定に基づき、8 月 19～21 日に京都

産業大学で開催された WACE（the World Association 

for Cooperative & Work-Integrated Education）第 19 回

世界大会に、支部代表として廣瀬会員（立命館大学）

と五十畑会員（徳山大学）に参加してもらいました。

世界大会の報告会を、12 月 4 日（金）の夕方、キャ

ンパスプラザ京都において関西支部研究会として開

催する予定です。支部代表の上記 2 会員のほか、世

界大会開催校の松高会員にも報告をお願いしていま

す。多くの皆様のご参加を心よりお待ちしています。

（※詳細は学会 web サイトをご覧ください。） 
さらに、立命館大学では、インターンシップや 

WIL（Work Integrated Learning：職業統合的学習）を

通じて、将来、グローバルな社会で活躍できる高度

な専門職人材の育成を目指しており、11 月 12 日に

シンポジウム「『産学国際協働 PBL』が育てる高度

理工系人材」をびわこ・くさつキャンパスにて開催

しました。 
（関西支部長 安孫子 勇一・近畿大学／副支部長 廣
瀬 幸弘・立命館大学） 
 
【九州支部】 
九州支部第 15 回研究会および支部総会のご案内  

九州支部の研究会も第 15 回目を開催することに

なりました。今回は、15 周年の節目を迎える「九州

インターンシップ推進協議会設立 15 周年記念事業」

の一つの分科会として、「地域活性」をテーマに、九

州支部との共催という形で研究会を開催することに

なりました。九州インターンシップ推進協議会は福

岡インターンシップ推進協議会として発足し、10 周

年を機に活動の場を九州に広げ、地域性を活かした

先駆的な取組みでインターンシップを牽引してきた

仲介組織です。地域にとっての次なるステージを模

索するイベントです。皆様のご参加をお待ちいたし

ております。 
・テーマ：「地域活性」 
・日 時：2015 年 12 月 4 日（金） 
・会 場：福岡工業大学（福岡市東区和白 3-10-1） 
・分科会・九州支部研究会 14：50～16：20（全体プ

ログラム 13：00～18：00、交流会 18：30～20：00） 
・プログラム①「地域で若手人材を育てる／地域の

魅力を発信する UIJ インターンシップ－キャリア・

スクーププロジェクト／福岡魅力発見インターンシ

ップ－」古賀 正博（九州インターンシップ推進協議

会・事務局長） 
・プログラム②「地域創生学群の長期インターンシ

ップによる東日本復興支援」眞鍋 和博（北九州市

立大学・教授） 
・参加費：学会員 1,000 円、非会員 3,000 円 
※詳しくは学会ウェブサイトをご覧ください。 

（九州支部 江藤 智佐子・久留米大学） 
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事務局からのお知らせ 

新事務局長挨拶 
このたび 2015・2016 年度の事務局長の任につきま

した岡本と申します。何分、学会に関しては不慣れ

なため、よろしくお願いいたします。事務局を長尾

前事務局長から引き継ぎを行っておりますが、未だ

不明な点も多々あり会員の皆様にはご不便をお掛け

するとは思います。鋭意努力してまいりますのでよ

ろしくお願いいたします。不慣れな学会事務局の大

任を仰せつかり事務局として運営ができるかどうか

不安に思っているところです。総会で承認され事務

局を引き継ぎ 1 か月半ほど経過いたしましたが、学

会事務局は仕事の範囲は非常に多くの仕事があり、

歴代事務局の先生方の並々ならぬご努力に私が運営

できるものなのか、考えると自らの力量・性格を考

えると、たいへんな役目をお引き受けしたというの

が、現在の心境となっておりますが、現会員のみな

さまの日々の学会活動を支えしつつ、本学会のさら

なる発展に向けて何が必要かを、事務局という立場

から考え続けたいと思っております。どうかご指

導・ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 
 
事務局の移転について 
上記「2015・2016 年度委員会構成について」でご

案内しましたとおり、事務局が鳥取大学から九州大

学に移りました。新しい事務局の連絡先は以下のと

おりです。 
 
 
 
 
 
 
 

〒812-8581 福岡市東区箱崎 6-19-1 
九州大学人間環境学研究院  
九州大学第三段階教育研究センター内 
Tel：092-642-4365 Fax：092-642-4365 
E-mail：jsi-sec@js-internship.jp 

 
※なお、お問い合わせはできる限りメールまたは

FAX でお願いいたします。 
 
2015 年度会費納入のお願い 
諸般の事情によりご案内がたいへん遅くなりまし

たが、2015 年度（2015 年 7 月～2016 年 6 月）分の

会費納入をお願いいたします。詳しくは、本 NEWS 
LETTER に同封しております関係書類をご参照くだ

さい。 
 
会員情報変更の連絡について 
 会員の皆様には前号の NEWS LETTER お届け時

に「会員情報調査票」をお送りし、ご所属やご住所

等の変更をお申し出いただいた分につきましては

（ご協力ありがとうございました）、本 NEWS 
LETTER 巻末の「所属・住所等変更」欄に記載して

おります。その後、ご自身の会員情報に変更が生じ

ている方がいらっしゃいましたら、事務局までその

旨お届けください。特に、連絡先が不明になります

と、年報、NEWS LETTER、大会案内などの会員サ

ービスが受けられなくなりますので、ご注意くださ

い。 
（事務局） 
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